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↓
周
年
｛
涵
瓦
、
と
っ
い

う
心
境
で
す
か
。

　
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
環
境

が
急
激
に
変
わ
っ
た
十
年
だ
っ

た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
よ
り
必
要
と

さ
れ
る
時
代
と
な
り
、
役
割
も

「
相
互
理
解
」
か
ら
「
相
互
支

援
」
へ
と
発
展
し
た
。

　
ア
ジ
ベ
ア
フ
リ
カ
で
銀
嶺
笞
～
の
揃
発
扨

の
救
援
活
動
を
展
開
す
る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
呆
部
岡
山
市
、
菅
健
投
表

９
七
罪
か
、
今
年
で
結
成
十
周
年
を
迎
え
た
。
岡

山
の
地
を
本
拠
に
、
十
五
の
国
、
地
域
に
支
部
を

持
ち
、
日
本
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
先
駆

的
な
活
動
岑
展
開
し
て
き
た
。
今
年
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
が
「
岡
山
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
メ
ッ
カ
に
」
と
提
唱
し

た
「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
袴
居
元
年
と
な
る
。

中
央
で
Ｎ
Ｏ
Ｏ
と
官
庁
と
の
協
カ
関
係
が
協
議
さ

れ
る
の
と
並
行
し
て
、
地
方
自
治
体
ま
た
は
地
域

と
「
ま
ち
お
こ
し
」
と
し
て
の
国
原
貢
献
の
形
を

模
索
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。

　
そ
れ
は
湾
岸
戦
争
の
際
、
政

府
ベ
ー
ス
の
国
際
協
力
だ
け
で

は
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い

う
教
訓
な
ん
で
７
よ
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
役
割
が
認
識
さ
れ
た
。

　
匂
つ
一
つ
の
変
化
は
、
三
年

前
の
郵
政
省
に
よ
る
国
際
ボ
ラ

分
だ
け
の
仕
事
を
や
り
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
１
‐
と
い
う
ぶ
う
に

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
体
質
も
変
わ
っ
た

し
、
中
央
官
庁
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
見

る
目
が
変
わ
り
支
援
し
始
め

た
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
そ
れ
ま
で
変
わ
っ

蜃
ＡＭＤＡの10年間の活動を振り返り

　「今後は官民一一･体の活動が必要」と

語る菅波代表

　
　
「
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
比
べ

て
そ
ん
色
の
な
い
緊
急
救
援

活
動
を
」
「
日
本
の
国
民
か

誇
れ
る
活
動
を
」
－
と
、
ヽ
昨

年
八
月
か
ら
「
緊
急
支
援
Ｎ

Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
活
動
支
援
体

制
整
備
三
ヵ
年
計
画
」
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
国
内
六
団
体
の

メ
ン
バ
ー
や
中
央
官
庁
の
Ｎ

の
思
想
」

あ
っ
た
。

無
し
草
。

が
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に

こ
れ
は
地
域
に
は
根

サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ

｀
ぎ
つ
を
繋
ぞ
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
五
十
二
年
に
西
日
本
医

学
生
ア
ジ
ア
連
絡
協
議
会
を
結

う
に
多
く
の
国
に
ま
た
が
っ
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
少
な
い
と
思
う
の
で

す
が
。

　
ア
ジ
ア
の
多
言
語
、
多
文
化
、

多
宗
教
…
。
す
な
わ
ち
ア
ジ
ア

の
多
様
性
に
対
応
す
る
医
療
を

行
う
に
は
医
療
チ
ー
ム
自
体
が

多
様
性
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、

現
地
と
連
携
し

医
療
援
助
活
動

リ
テ
ィ
ー
（
声
な
き
大
多
数
）

は
動
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。

　
１
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
結
成
し
た
い

す
が
な
み
・
し
げ
る

成
し
、
タ
イ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難

民
の
キ
ャ
ン
プ
に
医
師
一
人
と

医
学
生
二
人
を
派
遣
し
た
が
全

く
役
に
立
だ
な
か
っ
た
。
情
熱

や
技
術
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け

な
い
。
慣
習
や
言
葉
の
違
い
な

ど
で
何
泰
管
れ
ば
よ
い
の
か
分

か
ら
な
か
っ
た
。
ア
ジ
ア
各
国

の
医
師
、
医
学
生
と
相
互
に
理

孵
し
、
や
が
て
相
互
支
援
へ
発

展
さ
什
恚
っ
と
結
成
し
鳥
タ

イ
に
飛
ん
だ
医
師
は
私
だ
っ
た

ん
で
す
。

　
一
日
本
で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
よ

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
重

聾
な
柱
で
あ
る

緊
急
救
援
活
動

に
は
現
地
に
パ

ー
ト
ナ
ー
が
必

甕
だ
。
人
道
主

義
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は

先
進
国
だ
け
の

も
の
で
は
な
い
。

　
Ｉ
昨
年
十
一
月
に
提
唱
さ
れ

た
「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
」

構
想
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
と

展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
岡
山
を
日
本
、
ア
ジ
ア
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
機
能
集
積
地
に
し
た
い
。

そ
の
柱
と
な
る
の
は
地
方
自
治

体
緊
急
援
助
団
の
設
立
と
国
際

貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

で
す
。

　
地
方
自
治
体
緊
急
援
助
団
へ

の
参
加
に
よ
る
国
際
交
流
、
関

連
産
業
の
育
成
、
地
域
医
療
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
は
、

地
域
お
こ
し
に
結
び
付
く
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
は
日
本
〃

ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
［

Ｉ
ク
形
成
の
お
世
話
役
を
晋

よ
う
と
す
る
も
の
。
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
各
地
の
ロ
ー
カ
吉

Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
見
逃
す
わ
は

は
い
か
な
い
。
国
運
に
対
し
″

発
言
権
を
持
ち
、
さ
り
に
回

と
の
相
互
支
援
体
制
を
構
堕

る
こ
と
が
ト
ピ
ア
の
晟
終
息

と
も
言
え
ま
す
。

　
Ｉ
Ｉ
今
後
の
緊
急
援
助
の
何

方
に
つ
い
て
は
ど
う
お
所
感

す
か
。

　
今
ま
で
の
国
際
協
力
は
第

は
国
家
間
、
第
二
は
Ｎ
Ｇ
息

体
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
男

は
行
政
と
の
官
民
一
体
の
凱

で
は
な
い
か
。

　
緊
急
援
助
は
実
力
の
世
賤

現
地
に
リ
ュ
ッ
ク
に
浄
財
愕

詰
め
た
人
が
行
っ
て
ち
足
里

と
い
に
な
る
だ
け
だ
。
中
流

庁
の
支
援
や
政
府
開
発
箆

　
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
な
り
の
補
助
令

っ
と
高
め
る
に
は
、
納
祝
言

納
得
を
し
て
句
り
う
活
勁
奔

う
こ
と
だ
と
号
蚤
安
。

Ｇ
Ｏ
担
当
者
ら
が
参
加
す
る

［
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
懇
話
会
］

は
、
隔
月
の
ペ
ー
ス
で
勉
強

会
を
開
い
て
い
る
。

　
計
画
は
「
オ
ー
キ
ッ
ド
・

プ
ラ
ン
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
は
一
九

七
九
年
の
タ
イ
の
カ
ン
ボ
ジ

ア
難
民
救
援
佑
助
に
始
ま

る
。
そ
の
タ
イ
の
国
花
ラ
ン

　
（
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
）
と
、
救

援
を
一
番
必
要
と
し
て
い
る

で
あ
る
っ
子
供
へ
の
呼
び
掛

け
（
Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
）
を
掛

け
合
わ
せ
て
い
る
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
活
動
1
0
年
間
の
足
跡

　
日
本
で
は
昭
和
五
十
七
年

に
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
の
国
際
救
急
医
療
チ

ー
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
）
が
発

足
。
六
十
三
年
に
は
国
が
Ｊ

Ｔ
エ
Ｃ
Ａ
に
運
用
を
委
託
す
る

国
際
緊
急
援
助
隊
へ
と
改
編

さ
れ
た
。
イ
ラ
ン
の
大
池
震

民間主導で派遣ネット
と勉強会官庁担当者ら

の
彼
災
民
、
ク
ル
ド
難
民
の

救
援
な
ど
に
チ
ー
ム
を
県
遣

し
た
実
績
を
持
つ
。

　
だ
が
、
一
昨
年
の
国
連
平

和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
協
力

法
の
成
立
で
自
衛
隊
の
海
外

派
４
が
可
能
に
な
る
と
、
政

府
は
紛
争
地
域
の
遊
民
救
援

は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
で
、
国
際
緊
急
援

助
豚
の
出
動
は
油
膜
な
ど
の

自
然
災
害
に
限
定
し
た
。

　
政
府
主
導
で
は
相
手
の
国

な
り
要
請
が
な
け
れ
ば
出
動

で
き
な
い
。
『
そ
れ
は
国
境

が
あ
る
か
ら
。
政
府
主
導
で

は
緊
急
時
の
対
応
の
ス
ピ
ー

ド
に
限
界
が
あ
る
。
余
計
に

人
道
主
義
で
励
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

役
割
が
大
き
く
な
っ
た
」
と

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
代
焉
世

界
の
緊
急
援
助
活
動
は
「
国

際
赤
十
字
」
「
国
境
な
き
医

師
団
」
な
ど
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
主
体

だ
。

　
さ
り
に
日
本
に
は
欧
米
と

渡
り
合
う
だ
け
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
同
士
の
連
携
は
育
っ

て
い
な
か
っ
た
。
外
務
省
Ｎ

Ｇ
Ｏ
協
力
セ
ン
タ
ー
の
木
本

博
之
所
長
は
「
官
と
の
協
力

態
勢
に
は
、
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ロ
あ

げ
る
こ
と
が
重
要
。
だ
か
活

動
の
多
様
性
を
失
っ
ア
ほ
意

沫
が
な
い
」
と
話
し
、
【
国

原
協
力
は
政
府
だ
け
に
任
せ

て
お
く
の
で
は
な
く
、
国
民

　
】
人
ひ
と
り
に
そ
の
貫
長
性

を
理
解
し
て
も
や
つ
た
め
に

も
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
は
大
き

い
」
と
可
っ
。

　
そ
こ
で
浮
か
び
上
が
っ
た

の
は
官
民
の
協
力
関
係
を
構

築
し
、
民
間
主
導
の
読
急
政

績
派
遣
態
勢
を
三
年
か
け
て

つ
く
ろ
う
と
い
う
オ
土
石

ド
・
プ
ラ
ン
。
そ
の
機
能
集

積
池
を
岡
山
に
澄
こ
弓
と
す

る
の
が
函
滞
貨
献
ト
ピ
ア

岡
山
」
構
想
だ
。
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ソマリア難民の子供たちと。上段左から
石坂さん、柳原さん

に
苛
波
代
表
か
提
唱
し
た
『
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構

想
』
。
「
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
と
「
地

方
自
治
体
国
際
緊
急
援
助
団
」
の
創
設
を
柱
と
し
、
国

連
機
能
の
集
積
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
対
す
る
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ

機
能
集
積
地
・
岡
山
」
を
目
指
す
。
同
構
想
聚
落
進
す

る
今
は
今
月
に
初
め
て
の
会
合
を
開
く
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
国
内
の
六
団
体
は
二
月
な
り
国
際
緊

急
救
援
の
お
り
方
に
つ
い
て
会
合
を
持
っ
て
き
た
。
そ

の
中
で
被
災
地
に
駆
け
付
け
た
際
、
衣
食
住
の
確
保
や

行
政
的
な
手
偕
に
手
間
取
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
構
想
の
準
備
を
進
め
て
き
た
。ＮＧＯ機能を

岡山に葉積へ

　
　
「
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
と
日
本
国
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
三
下
五
十
団
体
を
岡

山
に
招
き
、
相
互
の
理
解
と
支
援
態
勢
づ
く
り
を
進
め

る
。
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
育
成
、
連
携
は
、
よ
り
効
果
の
あ

る
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
必
要
だ
。
今
年
秋
の
開
催

を
計
画
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
柱
、
地
方
自
治
体
国
際
緊
急
援
助
団
は
、

県
内
の
自
治
体
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
緊
急
救
援

活
動
に
、
人
材
と
生
活
関
連
の
技
術
な
ど
行
政
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
そ
う
ぶ
急
計
画
。
既
に
、
御
津
郡
加
茂

川
町
、
和
気
郡
和
気
町
が
参
加
の
意
量
順
、
県
内

外
か
ら
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
。

て
い
る
。
安
宅
市
長
は
「
こ
れ
ま
で

の
人
、
物
の
交
流
だ
け
で
は
行
き
詰

伝
統
療
法
で
交
流

開催地･岡山市の

安宅敬祐市長

和気町

閑
の
愚
が
計
屎
ざ
れ
て
い

る
。
昨
秋
、
掘
り
当
て
ら
れ

た
「
鳥
飼
谷
温
泉
」

健
康
研
修
セ
ン
タ
ー
「
万
代
常

閑
の
里
」
建
設
を
計
画
。
総
事

業
賢
三
十
七
億
円
で
、
保
養
施

設
、
常
閑
記
念
館
、
薬
草
園
な

ど
に
加
え
、
東
洋
医
学
研
究
所

を
設
け
る
。
完
成
は
七
年
夏
の

見
込
み
。

　
既
に
、
イ
ン
ド
の
伝
統
医
学

ア
ユ
ー
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
専
門
家

で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
ド
の
ク
リ
シ

ナ
ふ
・
Ｋ
医
師
か
和
気
町
を

訪
問
す
る
な
ど
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
藤
本
町
長
は
「
常
閑
ゆ
か
り

の
地
と
し
て
、
現
地
で
の
医
療

に
生
か
せ
る
東
洋
医
学
の
研

究
拠
点
、
さ
ら
に
町
民
の
健

康
、
福
祉
意
識
の
高
揚
に
役

立
て
た
い
。
職
携
の
派
遣
も

町
政
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
的
役

割
な
り
始
め
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

｜

陣ソマリア難民プロジェクト派
遣へ

カンボジア難民の本国帰還支援
の医療活動開始

第１回アジア医師国際会議開催　　　　ネパール・ピスヌ村地域医療活
ＡＭＤＡ設立　　　　　　　　　　　動開始

1984年

ネパール・バングラデシュ大洪
水被災民に対'する緊急救援医療
活動開始
インド南西部大地震被災』泌緊急
救援チーム派遣、リハビリ施設
廸肪へ

1988年インド・カノレナタカ州但医地区　1992年｀エチオピア・ティグレ州難民医
　　　　巡回診療プロジェクト実施　　　　　　療支援活動開始
1991年イラン・クルド難民支援医療プ　　　　バングラデシュ国内ミャンマー

1993年
バンフラデシュ国内ミャンマー
難民支援の医療チーム派遣
ネパール国内ブータン難民支丿爰
の医療活動開始

ロジェクト開始
フィリピン・ピナトゥボ火山敬
太彼災民の支援医療活動開始

前身は全日本医学生アジア連絡協議会

　（ＡＭＳＡ）。現在15の国と地域に支部

を持つ。国内には東京都と大阪市に在日
外国人向けの無料の医療情報センター

　「ＡＭＤＡ一際医療情報センター」を開

設してい&
_ノ

イ
ン
ド
人
医
師
も
来
町

和
気
郡
和
気
町
は
地
方
自
て
い
た
万
代
家
は
室
町
時
代
に
地
に
温
泉
を
生
か
し
た
高
齢
者

地
体
緊
急
援
助
団
に
参
加
の
備
前
国
益
原
村
（
現
同
町
益
原
）

意
思
を
表
明
、
今
年
は
町
職
員
に
転
居
し
医
者
を
開
業
、
家
伝

二
人
程
度
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
海
の
丸
薬
「
返
魂
丹
」
を
患
者
に

外
で
の
活
動
に
派
遣
す
る
方
与
え
て
い
た
。
こ
れ
が
富
山
に

針
。
さ
り
に
「
富
山
売
薬
の
祖
」
伝
わ
っ
て
「
越
中
反
魂
丹
」
と

と
言
わ
れ
る
第
十
一
代
万
代
名
を
変
え
、
腹
痛
止
め
の
薬
と

常
閑
｛
｝
六
七
五
一
一
七
一
三
し
て
全
国
に
売
り
出
さ
れ
た
と

年
）
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
Ａ
い
う
。

Ｍ
Ｄ
Ａ
と
協
力
し
「
東
洋
医
学
　
益
原
に
は
万
代
家
の
墓
所
が

研
究
所
」
の
設
置
を
計
画
し
て
あ
る
。
周
辺
五
町
で
作
る
和
気

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
北
部
衛
生
施
設
組
合
（
藤
本
道

　
岡
山
藩
医
μ
・
）
て
池
田
綱
敢
生
和
気
町
長
）
が
昨
年
九
月
、

に
仕
え
た
常
閑
。
和
泉
国
堺
（
現
菖
所
の
近
く
で
「
鳥
飼
谷
温
泉
」

大
阪
府
堺
市
）
で
代
官
を
務
め
蛮
掘
り
当
て
、
ご
み
焼
却
場
跡

職
員
二
人
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
師

に
同
行
し
て
ジ
ブ
チ
国
内
に
流

入
し
た
ソ
マ
リ
ア
難
民
の
救
援

恬
勣
に
参
加
し
た
御
津
郡
加
茂

川
町
。
地
方
自
治
体
国
際
緊
急

援
助
団
に
名
乗
り
を
上
げ
、
ジ

ブ
チ
に
赴
い
た
民
生
課
の
柳
原

富
美
男
さ
ん
？
一
笛
中
心
に
援

人
的
国
際
援
助
活
動
や
留
学
生
の
叉

援
事
業
に
対
し
て
資
金
援
助
す
る

　
「
市
国
際
交
流
推
進
事
業
助
成
金
交

付
要
項
」
を
設
け
、
民
間
団
体
の
バ

今秋開催へ

地元後押し

　
町
の
「
海
外
研
修
助
成
制
度
」
春
か
ら
施
行
の
予
定
。
片
山
舜

の
第
一
弾
と
し
て
昨
年
夏
、
町
平
町
長
は
「
国
際
交
流
と
り
っ

　
加
茂
川
町
が
名
乗
り

　
柳
原
さ
ん
と
石
坂
公
宏
さ
ん
　
町
は
、
地
方
自
治
体
国
際
緊

２
ぢ
は
昨
年
七
月
、
ジ
プ
チ
と
急
援
助
団
に
複
数
の
自
治
体
が

ソ
マ
リ
ア
北
部
で
現
地
の
病
院
名
乗
り
を
上
げ
た
ら
、
連
絡
協

再
建
や
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
診
療
議
金
を
結
成
し
、
事
務
局
を
務

活
動
に
参
加
。
帰
国
後
も
町
内
め
る
方
針
だ
。
片
山
町
長
は

外
の
講
演
会
な
ど
に
引
っ
張
り
「
「
地
域
お
こ
し
に
」
が
基
本

だ
こ
で
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
に
あ
る
」
と
話
し
、
「
国
際
貢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
献
も
職
務
の
一
部
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
｛
｝
　
　
篇
の
ケ
ー
ス
や
賢
の
カ
バ

難
民
救
Ｓ
Ｕ
　
ｆ

態
勢
な
ど
課
題
も
多
い
が
、

　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
界
に
確
固
た
る
地
位
を
築
い

　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
日
本
人
と
し
て
、
行
政
で
も

町
職
員
派
遣
　

砺
荒
万
べ
宍
。

認
識
は
み
ん
な
持
っ
て
い
る
体
験
を
伝
え
て
い
る
。
柳
原
さ

助
団
設
立
の
規
則
づ
く
り
を
進
が
、
実
際
何
が
で
き
る
か
と
言
ん
は
「
だ
れ
で
も
自
分
の
持
つ

め
た
。
　
　
　
　
　
‘
え
ぱ
、
な
か
な
か
行
勣
に
は
移
得
意
分
野
を
生
か
せ
れ
ば
い

　
昨
年
十
二
月
の
町
会
全
員
協
せ
な
い
。
地
方
自
治
体
も
国
際
い
。
町
民
の
関
心
も
高
く
、
ど

議
会
で
「
町
国
際
緊
急
援
助
組
交
流
か
ら
国
際
貢
献
へ
の
過
渡
ん
μ
石
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と

織
設
置
規
則
」
が
発
表
さ
れ
、
期
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。
　
規
則
の
性
格
を
話
す
。

ッ
ク
ア
ー
ッ
プ
を
始
め
た
。
「
ア
ジ
ア
、

環
太
平
洋
な
ど
の
国
々
と
の
共
生
の

あ
り
方
と
し
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
は
一

つ
の
突
破
口
に
な
り
得
る
は
ず
」
と

言
う
。

　
「
岡
山
市
と
し
て
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

提
唱
す
る
「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
」
構

想
を
支
持

‘ 一
）
て
い
く
。
岡
山
は
、
宗

教
や
医
療
か
発
達
し
て
い
る
よ
う

に
、
国
際
貢
献
、
特
に
緊
急
医
療
活

動
に
関
し
て
は
言
い
う
素
地
が
あ

る
よ
う
だ
。
地
方
自
治
体
に
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
休
暇
的
な
国
際
貢
献
を
援

助
す
る
制
度
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
」
と
話
し
て
い
る
。

ＮＧＯの自己資金にＮ　Ｏの自己資金国民1人当たりのＮＧ
よる援助総額　　　に呈めるＯＤＡ費○援助実績(91年)

オ‾ンダ、スウェーデン
な苔　　　15～30り
米国　　　　10.6り
ドイツ　　　9.6り
日本　　　　2.2ﾄﾞ､ﾚ

90年1傭3000万Sj，90年　1.1剱

91年1億6797万゛j。91年1.5殤

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
本
部
を
置
く
岡
山
市

は
、
今
年
秋
に
開
催
予
定
の
［
国
際

貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
］
の
メ
ー
ン

会
場
と
な
る
。
ア
ジ
ア
の
各
地
域
か

ら
地
元
で
活
躍
す
る
口
上
ｚ
Ｎ
Ｏ

Ｏ
が
岡
山
に
集
ま
る
。
安
宅
市
長
は

　
「
地
方
自
治
体
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
は
行
政
の
一

つ
の
新
し
い
方
向
で
は
な
い
か
」
と

話
す
。

　
岡
山
市
は
姉
妹
都
市
縁
組
交
流
を
ま
っ
て
い
る
の
も
確
か
」
と
話
す
。

米
国
サ
ン
ノ
ゼ
な
ど
四
都
市
と
行
っ
昨
年
五
月
に
は
、
開
発
途
上
国
で
の
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